






















































A study of close relationship process
 
for friendships among college students:
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































新友人に対する発話 ｎ 新友人に対する発話 ｎ 旧友人に対する発話 ｎ
個性的・刺激的な存在 ６ 大学生活において大切な存在 ４ 特別・大切な存在 ３
自分と似た存在 ６ 自分と似た存在 ３ 不動の存在 ３
自分と違った存在 ６ 自分と違った存在 ３ 自分の理解者 ３












自分の意見を持っている存在 ４ 大学を楽しむ存在 ２ 自分と違った存在 １
楽しさ・面白さがある人 ４ 自分の意見を持っている存在 １ 個性的・刺激的な存在 １
思いやり・優しさのある人 ３ 個性的・刺激的な存在 １ 空気のような存在 １
安心・信頼感のある人 ２ 明るい人 １ 自分に近い存在 １
楽な関係・自然な関係 ５ 表面的な本音を言わない関係 ６ 会わない時間が問題にならない関係 ７
本音で話せる関係 ３ 大学生活を通して変化しない関係 ３ 崩れない・変わらない関係 ４
気が合う関係 ２ 大学内だけの関係 ２ 一緒にいて楽しい関係 ４関
係
性
運命的に出会った関係 １ 楽な関係・自然な関係 ２ 兄弟のような関係 ３
お互いに影響し合える関係 １ バランスがとれている関係 １ 自然な関係 ２
長く続く関係 １ お互いの違いを認められる関係 １
表面的な関係 １
悩みの相談をし合う 10 悩みの相談をし合う ４ 悩みの相談をし合う ９
一緒に行動する時間が多い 9 一緒に行動する時間が多い ３ 一緒に行動する時間が多い ４行
動 サークル内の問題を乗り越えた 1 テスト・レポートの協力をする ２ 楽しい話をする ３
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